
令和4年6月21日（火）

算出式・説明（下段）

市内の公共交通機関の利便性に不便を感じ
ている市民の割合

施策評価表

２．評価指標

１．基本事項 作成日

施策 公共交通の維持確保と交通安全の推進 期間 施策担当部課名 都市整備部 都市計画課平成30年度～令和4年度

施策推進の
ための主な

取組

重要度・
満足度

施策を取り巻
く社会状況等

交通安全対策の推進に対する市民の重要度は高く、満足度はや
や高い状況となっている。

高齢化の進行により、公共交通の役割が高まっている。交通事
故死者数は減少傾向にあるものの、全国的に高齢者の占める割
合が大きくなっている。

コミュニティバス運行事業
道路反射鏡、道路照明灯や交通安全施設等の設置
交通安全啓発活動の実施
市営駐車場・駐輪場の運営

上段は目標値、下段は実績値

　公共交通ネットワークの効率化を図り、持続可能な公共交通体
制の構築に努める。また、交通安全啓発活動を継続的に実施し、
市民の交通安全に対する意識を高めるとともに、交通安全施設等
を設置し、道路を安全に利用できる交通環境を目指すことを目的
とする。

目的・
対象公共交通の維持確保と交通安全の推進

主要プロジェクト

区
分

成
果
指
標

令和4年度

　

　

　

総
合
計
画

大項目 5 快適で利便性の高いまち

中項目 2 交通アクセスの便利なまちづくり

小項目 2

％
市民アンケート結果（時間、本数、路線、サービス）

553.00 592.00

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度

交通事故死傷者数
人

県の目標値を参考とし設定

49.90 49.90

47.10

指標名（上段）

一部達成 達成 達成

所属長 都市整備部長　　田嶋　英生

５．二次評価（所属長の見解）

・公共交通に関しては利活用のＰＲに努力するとともに、特にデマンドバスについてはエリアの簡素化等新
たな運行・サービスに変更したことにより、引き続き地域の実情に即した利便性・効率性の高い公共交通を
目指す。
・交通安全に関しては意識の向上を図るため、交通安全教室や街頭キャンペーン等を通じ、交通安全に対す
る啓発活動を実施していく。また、第５期埼玉県通学路整備計画に基づき、既存事業の拡充も視野に入れ、
道路照明灯や道路反射鏡などの交通安全施設の修繕や設置を推進し、通学路等の危険対策を行う。

　コミュニティバスは市民、とりわけ高齢者や運転免許を持たない交通弱者を主な対象としてサービスを維持継続していくことが必要と考え
る。令和４年度からはデマンドバスも新運行となり利便性も改善されることが期待できるため、地域の移動ニーズにきめ細かく対応できるよ
う引き続き努力し、持続可能な公共交通ネットワークの構築を目指す。
　交通安全に関しては交通事故死傷者数が目標値は下回っているものの、前年度よりは増加しているため、計画に基づき関係機関と連携し交
通事故死傷者の減少に努めるとともに、必要に応じて通学路の安全対策を前倒しにより実施していく。

679.00

773.00 689.00

４．改善改革プラン（３．一次評価を受けての具体的な解決策）

区分

　コミュニティバスについては令和２年度から現在の定時定路線となったが、公共交通機関の利便性の指標については目標値を達成してい
る。引き続き市内の活動と移動を支える持続可能な公共交通ネットワークの形成に努める。また、交通安全に対する意識の向上を図るため、
根気強く交通弱者に対し交通安全啓発活動を実施していく。その他、道路照明灯、道路反射鏡などの交通安全施設等については、破損箇所の
修繕に加え、第５期埼玉県通学路整備計画に基づく対策を優先的に行う必要がある。

評価者 都市計画課長　　中島　隆

３．一次評価（今後の施策の方向性）

区分

679.00

　

現状維持

達成

- 49.90 49.90

具体的な対応策等

　

701.00 679.00- 726.00

644.00

49.40

単位

45.30

49.90

□ 事業の廃止・縮小

□ 事務事業の再編

50.40 45.20

■ その他

□ 既存事業の拡充

□ 事業の新規立案

１．現状維持　２．拡充　３．縮小

＜第２次総合計画進行管理表＞＜第２次総合計画進行管理表＞＜第２次総合計画進行管理表＞


